
 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

   

 

 

 

 

  

 

 

  

 

                                   

                                      

 

 

 

 

 

 

  

                                             

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

令和４年１１月１８日 

平田幼稚園 

園長 田中佳江 

 １２月２日の生活発表会に向けて、各クラスともこれまでの遊びから、少しずつ表現したいことや、

やってみたいこと、見てもらいたいことが形になってきています。子どものつぶやきを拾い上げたり、

子ども達と話し合ったりして、ストーリーを作ったり、大道具小道具を準備したり、音響を考えたり

と、この時期の担任はまるで舞台監督のようです。一人一人が自信をもって輝けるように、これから

当日に向かって職員みんなで支えていきたいと思います。 

 

クラスの遊びへ他クラスの友達をご招待 

 これまで、年少組ではお祭りの遊び、年中組ではオバケの遊び、年長組では飛行機の遊びを楽しん

できています。自分達が十分に遊んで満足感をもち、「他の組の人にも来てほしいなぁ」という気持

ちももつようになってきました。そこで、１７日（木）に年少組と年中組が他クラスの友達を招待す

ることになりました。来てもらう方も、招待された方もとても嬉しそうにワクワクしていました。 

 年少組では、お祭りのお店屋さんになった年少児が「いらっしゃいませ」「タコ焼きをどうぞ」「青

いゴザの上で食べてね」と声をかけたり、金魚すくいの入れ物を渡したりと大忙し。招待された年中

児や年長児はその説明を聞きながらお祭りの屋台の雰囲気を楽しんでいました。一緒におみこしを担

ぐ姿も見られました。 

 年中組では、「ここはオバケハウスだよ」と暗いハウスに一緒に入ったり、「これはキノコを入れる

鍋。火がつくんだよ」と説明しながらキノコを混ぜたり、魚釣りの遊び方を説明して一緒に釣ったり

と、来てくれた友達と一緒に楽しむ姿が見られました。 

 遊びの振り返りでは、「遊びにきてくれて嬉しかった」「オバケハウスが面白かった」「金魚すくい

やたこ焼き屋さん、みんな楽しかった」など思いを伝え合っていました。他クラスの友達と一緒に遊

んでよほど楽しかったのでしょう、「バイバイ、またね」と名残惜しそうにお互い手を振っていまし

たよ。 

 

 

 

 

 

 

   「オバケの魚釣り、ちょっと難しいね」 「いらっしゃいませ」「タコ焼きください」 「金魚すくい楽しいね」 

収穫祭をしました 

 田んぼで年長児が稲刈りしたお米や、園内の畑でできたさつま芋やカブなどの野菜の収穫を喜んだ

り、クッキングをして食べる『収穫祭』を、１１月１６日（水）に行いました。 

 田んぼや畑の活動でお世話になっている地域の方をお招きし、お礼を言って感謝の気持ちを表した

り、野菜クイズをしたりし、みんなで収穫祭を楽しみました。その後、各クラスで『わかめご飯』『豚

汁』『大根と水菜のサラダ』を食べました。 

「あっ、さつま芋が入ってる。ぼくが掘っ 

たのかなぁ」「水菜は、私たちが育てたん 

だよね」と、自分達で育てて収穫したも 

のを食べることは、とても嬉しかったよ 

うです。「おいしいね」と、みんなたくさ 

ん食べましたよ。 

                      「稲刈りや野菜の育て方を教えて   「わかめご飯や豚汁、美味しいね」 

                       くださってありがとうございました」 

 



 
 

 

 

 

お庭が落ち葉の絨毯みたいだね 

 秋から冬へ移り変わるこの時期、木がたくさんある平田幼稚園の庭は、落ち葉の絨毯のようです。

「黄色の葉っぱを見つけたよ」「この葉っぱ大きいね、顔が隠れちゃう」と、きれいな葉っぱを拾っ

たり、落ち葉をたくさん集めて「落ち葉の海みたい」と葉っぱに寝転がったりして遊んでいます。一

方、落ち葉をそのままにしておくと風で飛んでしまうので、朝のぐんぐんタイムの後や、ぴかぴかデ

ーの時に、全園児で落ち葉拾いをしています。手で集めたり、小さい熊手を使って集めたり、ビニー

ル袋を持って集めた落ち葉を入れたりし、落ち葉を入れたビニール袋の山ができます。幼稚園の庭を

みんなできれいにしようという気持ちが感じられます。 

 ある日の落ち葉拾いのこと、いつものように落ち葉拾いをしている年長児の近くに、赤いクラス帽

子をかぶった年少児が混ざっています。そこには年少組担任はいません。が、年少児は一生懸命落ち

葉を集めています。近くへ行ってみると、年少児が小さい熊手や自分の手で落ち葉を集め、その落ち

葉を年長児の持つビニール袋や大きめのチリトリ『てみ』に入れていました。さらによーく見ると年

長児が「〇ちゃん、ここへ入れてね」と声をかけたり、年少児が落ち葉を入れやすいように『てみ』

を傾けたりしていました。ここでも異年齢の良いかかわりが見られ、これまでの活動や普段の生活で

のかかわりの積み重ねの大切さを改めて感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「年長さんの真似をして落ち葉を集めよう」「りんご組さん、ここへ入れてね」  「見て、き組だけでこんなに集めたよ」 

 

第 2回運営協議会を開催しました 

 収穫祭に合わせ第2回運営協議会を行い、会の前に各クラス 

で食事の準備をしたり、美味しく食べたりする様子を、運営協 

議会の方にも見ていただきました。 

「静かに待てますね」「思ったことを、のびのびと話しますね」 

と、褒めていただきました。 

 

 

 

※運営協議会の皆さんが来られた時に、昼間ということもあり、どういう挨拶をしたらよいのかわか

らない子も多いようでした。「こんにちはって言うんだよ」と担任が教えると、大きな声で挨拶がで

きました。このことと同様に、朝、玄関で迎えていると「おはようございます」と元気に言えますが、

廊下ですれ違う教師や玄関で出会う保護者の方になかなか挨拶が言いにくい子も見られます。場所が

変わったり、時間帯が違ったりすると、いつもの大きな声の挨拶ができにくいようです。いろいろな

場面で、その時に応じた挨拶を、その人の顔を見て言えるようになると気持ちがいいことを折に触れ

話し、大人から声をかけているところです。保護者の方もぜひ子ども達に声をかけてくださいね。 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 


